
授業科目名 共生科学国際協力論 単位数 2単位

担当教員名 佐々木伸　坂田映子 担当形態 オムニバス

実務内容
（実務家教員の場合）

授業の概要

授業計画

テキスト

参考書・参考資料等

学生に対する評価

（１）「ジャーナリズムの役割特論」２０２３（佐々木伸）
（２）「ODA60年の成果と歩み」 000071823.pdf (mofa.go.jp)

スクーリング評価（25％）、レポート評価（25％）、科目修得試験（50％）

「学位授与の方針」との関係
DP1.多様な人々や生命に対して、他者を認め、他者を排除せず、仲間を作るという星槎の三つの約束の精神に則って、共生社会の創造に
貢献する姿勢を身につけることができる（貢献力）
DP3.自分の専門以外の領域からも得られた知見を統合することができる（統合知）
DP5.共生社会創造の目的のために、様々な分野について絶えず学び続ける態度を持つことができる（継続力）

授業のテーマ及び到達目標
【授業のテーマ】
　紛争多発する世界の「平和と共生」「国際協調・国際協力」の道を探求する。

【到達目標】
（１）紛争多発の世界、特にウクライナ戦争、パレスチナ紛争の現状と本質を把握する。
（３）冷戦以降のグローバル化の経緯をたどり、紛争の背景を学修する。
（４）国連が紛争を防ぐことができず、なぜ機能不全に陥っているかを学修する
（５）国際社会で日本はどの様な取り組みをしているかその役割を理解する
（６）国際貢献としての政府開発援助(ODA)・国際協力機構(JICA)の協力支援を理解する
（７）どうすれば共生社会が実現できるか、そのために何ができるかを考察する

　授業では世界の人口の半分以上が紛争地帯に住んでいるなど平和確立には程遠い現実を学び、とりわけロシアによるウクラ
イナ侵略やガザ戦争の現状と背景、原因を探り、和平への展望を考察、「平和と共生」実現の処方箋について議論する。国連
の機能不全に関しても問題点を浮き彫りにし、日本のミャンマーに対するJICA支援など国際協力の具体的な事例を検討、共生
社会実現のために私たちがいま何ができるかを議論する。

第１回：われわれはどんな世界に生きているか―世界の紛争地図
第２回：ロシアによるウクライナ侵略
第３回：パレスチナ紛争ーガザ戦争はなぜ起きたのか
第４回：難民危機
第５回：冷戦の崩壊
第６回：情報革命とグローバリズム
第７回：米中対決と分断の拡大
第８回：無力な国連の現状
第９回：安全保障理事会の機能不全
第１０回：国連改革はできるのか
第１１回：共生社会実現に向けた一歩とは
第１２回：日本の国際貢献、政府開発援助(ODA)の活動
第１３回：国際協力機構(JICA)の活動
第１４回：ミャンマーへの支援
第１５回：JICA青年海外協力隊の活動と成果

スクーリングでの学修
　SCでは、教員の講義を受動的に聴くのではなく、学生が主体的に課題に取り組むやり方を取り入れ、具体的な事例を討議
しながら、「平和と共生」への道を探る。

（１）「SCパワポ資料ー平和と共生」（佐々木伸）
（２）下村恭民、辻一人、稲田十、深川由紀子(2016)『国際協力 その新しい潮流第3版』有斐閣


